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低
炭
素
社
会
の
実
現
と

　
　
　
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を

共
同
代
表

　
佐
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み
こ

　
　（
ネ
ッ
ト
宮
前
/
県
議
）

　
2
0
1
8
年
10
月
に
I
P
C
C

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
）が「
1
・
5
℃
特
別
報
告
書
」

を
公
表
し
ま
し
た
。工
業
化
前
と

比
し
て
す
で
に
約
1
℃
気
温
が
上

昇
し
て
お
り
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
排

出
す
る
と
、
早
け
れ
ば
2
0
3
0

年
頃
に
は
1
・
5
℃
上
昇
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。気
温
上
昇
を
抑

え
る
に
は
CO²
排
出
を
2
0
3
0
年

ま
で
に
2
0
1
0
年
比
で
約
45
％

削
減
し
、
2
0
5
0
年
頃
に
は
排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
必

要
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
す
で
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま

す
。風
力
発
電
は
、
全
世
界
で

2
0
0
8
年
に
1
2
1
ギ
ガ
ワ
ッ

ト
で
し
た
が
、
5
9
1
ギ
ガ
ワ
ッ

ト
に
拡
大
し
、
太
陽
光
発
電
の

5
0
5
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
を
越
え
て
い

ま
す
。一
方
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
は
急
激
に
低
下
し
て

お
り
、
日
本
が
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
に
位
置
付
け
る
原
子
力
発
電
は

コ
ス
ト
的
に
も
一
番
高
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
6
月
に
「
パ
リ
協
定
に
基

づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦

略
」を
閣
議
決
定
し
て
い
ま
す
が
、

2
0
3
0
年
ま
で
の
対
策
強
化
は

な
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
夢
を

託
す
か
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

高
コ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
原
子
力

や
石
炭
火
力
の
廃
止
を
進
め
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と

CO²
発
生
抑
制
を
し
っ
か
り
打
ち
出

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
2
0
1
8
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
が
起
こ
り
、
北
海
道
全
域
で

停
電
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
起

こ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
先
月
9
月

の
台
風
15
号
の
影
響
で
、
神
奈
川

県
で
三
浦
地
区
の
一
部
、
千
葉
県

で
は
63
万
件
を
超
え
る
停
電
が
起

こ
り
、
復
旧
ま
で
に
多
く
の
時
間

を
要
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
、集

中
型
・
送
電
が
主
流
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

全
国
の
生
協
で
も
自
家
消
費
型
太

陽
光
発
電
や
市
民
と
共
同
出
資
に

よ
る
風
力
発
電
、
さ
ら
に
は
廃
食

油
を
活
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
、
自
治
体
と
連
携
し
た
小
水
力

発
電
な
ど
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
も
昨
年
秋
に

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
で
進
め

る
飯
館
村
や
土
湯
温
泉
の
現
場
に

出
向
き
、
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
の
提
案

を
進
め
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
市
民
や
地
域
の
力
で
拡

げ
、
身
近
な
場
所
で
発
電
し
て
い

く
方
策
が
必
要
で
す
。

　
神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
こ
れ
か
ら

も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

力
会
社
を
選
択
す
る
人
を
増
や
す

た
め
の
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
提
案
し
、

CO²
削
減
と
と
も
に
、
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
を
提
案
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

9
月
15
日
、「
市
民
福
祉
情
報
オ

フ
ィ
ス
・
ハ
ス
カ
ッ
プ
」
主
宰
の

小
竹
雅
子
さ
ん
か
ら
、
様
々
な

デ
ー
タ
を
基
に
改
定
案
の
問
題
点

を
伺
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
3
年
ご
と
に

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。前
回
改
定

で
要
支
援
１
・２
の
人
が
介
護
給

付
か
ら
外
れ
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援（
以
下
総
合
事
業
）と
い

う
自
治
体
の
裁
量
で
行
う
新
し
い

事
業
に
移
行
し
ま
し
た
。給
付
と

は
、
全
国
一
律
の
基
準
に
基
づ
き

法
的
に
必
ず
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。総
合
事
業

は
自
治
体
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ

れ
、
地
域
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の

質
や
量
に
差
が
生
じ
、
必
要
な
人

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
届
か
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
現
在
次
期
2
0
2
1
年

改
定
に
向
け
検
討
さ
れ
て
い
る
の

が
、①
要
介
護
１
・２
の
人
も
給
付

か
ら
外
し
総
合
事
業
の
対
象
者
と

す
る
。②
利
用
料
負
担
が
2
〜
3

割
と
な
る
対
象
を
拡
大
す
る
。③

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
費
を
有
料
化
す

る
こ
と
な
ど
で
、
す
べ
て
利
用
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
る
理
由
の

ト
ッ
プ
は
認
知
症
で
す
が
、
要
介

護
１
・２
は
在
宅
で
暮
ら
し
て
い

る
認
知
症
の
方
の
割
合
が
高
く
、

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
も

最
も
高
い
層
で
あ
り
、
在
宅
の
介

護
認
定
者
の
4
割
を
占
め
て
い
ま

す
。質
の
高
い
継
続
し
た
支
援
が
、

利
用
者
本
人
、
そ
し
て
家
族
の
生

活
を
支
え
て
き
て
お
り
、
要
介
護

１
・２
を
給
付
対
象
か
ら
外
す
こ

と
は
、制
度
の
趣
旨
に
反
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
自
治
体
が

サ
ー
ビ
ス
を
決
定
す
る
そ
れ
ま
で

の
措
置
制
度
か
ら
、
介
護
の
社
会

化
を
目
的
と
す
る
契
約
に
基
づ
い

た
社
会
保
険
制
度
と
し
て

2
0
0
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。認
定
を
受
け
た
人
に
「
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
権
利
＝
受
給
権
」

を
認
め
る
制
度
で
す
。し
か
し
、
今

回
の
改
定
で
、
認
定
で
は
な
く
簡

易
な
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
総

合
事
業
の
利
用
者
を
さ
ら
に
増
や

す
こ
と
で
給
付
を
縮
小
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。「
総
合
事
業
は
ま
さ

に『
ニ
ュ
ー
措
置
制
度
』で
あ
る
」と

の
小
竹
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　

給
付
と
負
担
の
大
幅
な
見
直

し
、
と
い
う
大
枠
を
決
め
て
い
る

の
は
安
倍
政
権
で
す
。9
月
20
日

介
護
を
含
め
た
制
度
検
討
の
新
た

な
会
議
「
全
世
代
型
社
会
保
障
検

討
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

委
員
の
中
に
介
護
、
医
療
の
現
場

や
受
給
者
の
代
表
は
一
人
も
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

学
習
会
で
は
、介
護
離
職
ゼ
ロ
と

言
い
な
が
ら
、要
介
護
１
・
２
を
給

付
か
ら
外
し
サ
ー
ビ
ス
を
抑
制
し

介護保険制度の次期改定に向けて、
神奈川ネットワーク運動では次の 2
点について要望するための署名活動
を展開しています。

　①要介護１，２の「訪問介護の生活
　　援助」と「通所介護」を地域支援
　　事業に移行せず、介護保険事業
　　で行うこと。
　②ケアプラン作成は有料化せず、
　　全額保険給付で行うこと。

来年の国会の審議に向けて社会保障
審議会等で議論されていますが、結
論は 11月半ばにまとまる予定です。
是非署名にご協力ください。
ネット署名も行っています。

よ
う
と
し
て
い
る
矛
盾
を
指
摘
す

る
発
言
も
会
場
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、

多
く
の
N
P
O
が
介
護
保
険
事
業

に
参
入
し
、
訪
問
介
護
を
中
心
に
在

宅
で
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
間
の
利
用
抑
制
、
サ
ー
ビ

ス
単
価
の
切
り
下
げ
に
よ
り
小
規

模
事
業
者
の
撤
退
が
続
い
て
い
ま

す
。今
回
の
改
定
に
対
し
、
市
民
そ

し
て
事
業
者
か
ら
声
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

署名にご協力ください

総数
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

認知症
関節疾患
骨折・転倒
認知症
認知症
認知症
認知症
脳血管疾患

18.0%
20.0%
18.4%
24.8%
22.8%
30.3%
25.4%
30.8%

脳血管疾患
高齢による衰弱
関節疾患
高齢による衰弱
脳血管疾患
脳血管疾患
脳血管疾患
認知症

16.6%
18.4%
14.7%
24.8%
13.6%
17.9%
23.1%
20.4%

　　　 第１位　　　　　　　　   第２位　　　　　　　　　  第３位

要支援・要介護認定割合

高齢による衰弱
脳血管疾患
脳血管疾患
脳血管疾患
高齢による衰弱
高齢による衰弱
骨折・転倒
骨折・転倒

13.3%
11.5%
14.6%
11.9%
13.3%
12.8%
12.0%
10.2%神奈川県介護保険事業状況報告より作成

厚生労働省「2018年国民生活基礎調査」より作成

要介護度別にみた介護が必要となった主な原因（上位3位）

介護保険認定
されている人の
約６割が
要支援１.２
要介護１.2

佐藤秀子（ネット平塚）

要介護 5

要介護 4
要支援
１
要支援
２

要介護
１要介護

２

要介護
３

介護保険次期改定
必要な人に
　サービスが届く制度に

介護保険次期改定
必要な人に
　サービスが届く制度に


